
（別紙様式４－２）                                                  （特別支援学校用） 
県立松橋東支援学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
生命の尊重・深い愛情を基盤に、幼児児童生徒一人一人の個性を大切にして可能性を最大限に伸
ばし、豊かな感性を育み、主体的・自立的に生きていこうとする幼児児童生徒を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）安全で安心な教育環境を整備し、障がいの状況に応じた適切な支援を徹底する。 

（２）子どもたちの可能性を最大限に伸ばし、夢の扉を開く基盤となる自立活動の充実を図る。 

（３）家庭や関係機関と連携した交流及び共同学習を推進し、本校教育の理解啓発を図る。 

 

３ 自己評価総括表 
評価項目 評価の 

観点 
具体的目標 具体的方策 

評 
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 

経営方
針等の
具現化 

本 年 度 の
重点目標、
具 体 的 な
努 力 点 等
の 確 実 な
実践 

・安全で安心な
教育環境の整
備に向け、学
校での事故を
０にする。 

・朝会で幼児児童生徒
の体調面に関する
情報を共有すると
ともにヒヤリ・ハッ
ト事案はすぐに全
体で共有し、再発防
止策を確認する。 

 
 
 
Ｂ 

・１月末現在でヒヤリ
・ハット数１１件（
昨年度１６件）であ
り、大きな事故は発
生していない。引き
続き事故の未然防止
に努めていく。 

働きや
すい職
場環境
づくり 

働 き 方 改
革の推進 

・月の残業時間
が４５時間を
越える職員の
平均人数を昨
年度（1.5人）
以下にする。 

・職員アンケートをも
とにすぐに改善でき
る点や次年度に向け
た改善点等について
改善を図るとともに
会議の精選を図る。 

 
 
 
 
Ｂ 

・月の残業時間が４５
時間を超える職員
の平均人数は、１月
末現在で、１．１人
と目標数を達成し
た。今後も、会議の
精選等働きやすい
職場環境を整えて
いく。 

信頼さ
れる学
校づく
り 

家 庭 や 関
係 医 療 機
関 と の 連
携強化 
 
 

・学校評価、保護
者アンケート
の「家庭と十分
に連携してい
る。」の項目で
「そう思う、や
やそう思う」の
割合を９０％
以上の理解を
得る。 

・家庭との連絡方法で
クラスルーム等の
活用も検討すると
ともに学校ＨＰで
日々の教育活動の
様子を随時伝える。 

 

 
 
 
 
Ｂ 

・学校評価保護者アン
ケートの「家庭と十
分に連携している。
」の項目で「そう思
う、ややそう思う」
の割合は９５％で
あった。次年度に向
けて「すぐーる」等
も活用した更なる
連携を検討してい
く。 

授業の 
充実 

教育課
程 

教育課程・
教 育 内 容
の適正化 
 
 
 

・様々な視点に

よる子ども一

人一人の実態

把握に基づい

た教育課程を

編成するとと

もに、適切な

評価及び改善

を図る。  
 

・複数の職員間での実

態把握や保護者との

面談、各病院及び前

籍校とのケース会

議、リハビリ見学等

を通して、多角的な

実態把握や情報共有

を行う。  
・学部ごとに各教育課

程に基づいた授業実
践の評価を定期的に
行う。また、教育課程
検討委員会を年３回
開催して、各教育課
程の評価及び改善点
や学部間の学びの系
統性について検討す
る。  

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 
 

・子どもの様子につい

て職員間でのきめ細

かい情報交換や保護

者との面談や電話で

の対話及び関係機関

との面談やケース会

議等を実施すること

で、幼児児童生徒一

人一人の偏りのない

実態把握や情報共有

を行うことができ

た。  

・各学部の教育課程ご

とに成果と課題につ

いて職員間で話し合

い、必要に応じて見

直しや修正を行い、

次年度に向けた幼児



児童生徒一人一人に

応じた教育課程を編

成することができ

た。  
・研修を通して、学部間
における教科等の学
びの系統性について
意見交換を行うこと
ができた。 

授業実
践 

授 業 の 充
実 
 
 
 
 

・授業研究会や
グループ研修
を実施し、自
立活動につい
て知識・理解
を深め、実践
力を高める。 

・代表１事例について
授業研究会を実施
し、全職員で学び合
う。 

・スーパーティーチャ
ー招聘研修やグル
ープ研修を実施し、
目標設定や評価、支
援の在り方につい
て意見交換する。 

・自立活動の実践につ
いて１人１事例を
簡潔にまとめ、情報
交換する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・特別支援教育実践ス
キルアップ研修と
連動して、授業研究
会を実施した。幼稚
部の事例を取り上
げたことで、幼稚部
ならではの教育課
程や授業づくりに
ついて学びを深め
ることができた。ま
た、各学部代表事例
について、スーパー
ティーチャーの井
上先生による授業
参観、意見交換を実
施した。代表事例ご
とにグループを編
成した研修では、井
上先生の助言を共
有し、具体的な支援
の工夫について意
見交換した。自立活
動の１人１事例研
修は、スキルアップ
研修に伴い研修内
容を精選したため、
実施しなかった。 

ICT活用の
促進 
 
 
 

・幼児児童生徒
の身体の動き
や意思表示の
状態等の実態
に応じて、効果
的にＩＣＴ機
器を活用して
いく授業づく
りの取組を推
進する。 

・アンケート等で本校
の課題を洗い出し、
校内研修等で取り上
げ、改善していく。 

・子どもたちの実態に
合ったＩＣＴ周辺機
器等の充実を図り、
効果的な使用方法
や補助具の工夫等
の事例を紹介し、授
業の充実を図る。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・研修内容についての
アンケートを取り、
生成AIや視線入力装
置についての校内研
修を実施することが
できた。視線入力装
置については、外部
講師を招き、使い方
だけでなく、使用環
境の整え方について
も、本校の実態に合
わせた講話をいただ
き、全職員で共有す
ることができた。 

研究の
推進 

実 践 的 研
究の推進 
 
 
 

・自立活動、各教
科等の授業充
実をめざし、昨
年度の取組を
発展させ、課題
解決に取り組
む。 

・各学部テーマ及び研
修計画を設定し、学
部研修を実施する。 

・各学部の成果を年度
末の全体研修で共有
し、学校全体に還元
できるようにする。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

・幼稚部は「自立活動
とのつながりを意
識した設定遊びの
授業づくり」、小・
中学部は「各教科の
指導の充実につい
て」、病弱訪問教育
は「子どものニーズ
に応じた目標・手立
ての設定と学習内
容の精選」といった
各学部のニーズに
応じた研修を計画
的に進めることが



できた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

将来を
見据え
た取組 

キ ャ リ ア
教 育 の 視
点 に 立 っ
た 授 業 の
実 践 と 改
善 
 

・児童生徒に応
じたキャリア
教育について
の実践を図る。 

・児童生徒に応じたキ
ャリア教育の実践
ができるよう、キャ
リア教育やキャリ
ア・パスポートに関
する資料を職員に
提示する。 

 
 
 
Ｂ 
 

・「キャリア・パスポ
ートのポイント」
や「身につけたい
力一覧表」、関係資
料のデータを整理
し、職員がいつで
も活用できるよう
提示した。 

進路情
報・研
修 

進 路 情 報
の 収 集 と
発 信 の 推
進 
 
 

・本人、保護者、
教職員のニー
ズのもとに進
路情報を発信
する。 

・年度当初に進路希望 
調査を行い、児童生 
徒の進路希望を把 
握した上でニーズ 
に合った進路便り 
を発行する。 

 
 
・卒業生のアフターフ
ォローを行い、卒業
後の生活について
の情報を収集し、進
路指導に活用した
り、進路便りで情報
発信したりする。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 

・年度当初に進路希望
調査を行った。ニー
ズに合わせて、中学
生に特化した進路
便りと、幼稚部から
中学部全体を対象
とした進路便りを、
各２回発行した。 

・過去５年間の卒業生
を対象にアンケー
トを実施し、現在の
生活状況を把握し
た。卒業生から在校
生へのメッセージ
や現在の状況等を
進路便りで情報発
信した。 

高等学
校（高
等部）
進学に
関する
進路指
導 

進 学 に 関
す る 情 報
の収集・発
信 及 び 進
路 指 導 の
充実 
 
 
 
 

・生徒の進路実
現に向けての
体制をつくり
進める。 

・関係職員と進路実現
に向けての役割を
明確にし、タイムス
ケジュールやチェ
ック表を活用して
進める。 

 
・高等学校や高等部に
関する情報を閲覧
しやすいようにま
とめ、進路指導の充
実を図る。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 

・関係職員や対象学部
の生活支援部員と
情報共有・連携し、
タイムスケジュー
ルやチェック表を
活用して進めるこ
とができた。 

・高等学校や高等部に
関する変更事項等
の重要事項につい
ては、紙面による回
覧とデータ閲覧が
できるようにし、管
理職からも補足説
明をしていただき、
進路指導の充実に
つなげた。 

生徒 
(生活) 
指導 

安全で
安心な
教育環
境 

危 機 管 理
対 策 の 充
実 
 
 
 

・職員危機意識
の向上を図る。 

 
 
 
 
・研修や訓練か
ら危機対応や
連絡体制を確
実なものにす
る。 

・日常的にヒヤリ・ハ
ットを活用して、共
通理解を図り危機
意識を高める。 

 
 
・研修や訓練を行い、

その都度危機管理
マニュアルをより
よく改善する。 

 
 
 
 
 
Ｂ 
 

・朝会でヒヤリ・ハッ
トの共通理解を図
るとともに、必要に
応じてセンターと
連携しながら対応
策の検討を図った。 

・訓練を通じて危機管
理マニュアルの改
善を図った。更に実
際の危機対応場面
に即した訓練自体
のレベルを上げて
いく。 

環境整
備 

校 舎 内 外
の 安 全 管
理 及 び 環
境整備 
 

・毎月の安全点
検を基本に、安
全管理に努め
る。 

・安全な教育環
境に努める。 

・危険個所のチェック
や周知、修理改善を
事務部と相談し行
う。 

・清掃活動や花、野菜
を育て美しい環境
整備に努める。 

 
 
 

Ａ 
 

・事務部と連携して改
善に努めることが
できた。 

 
・特別教室棟掃除や職

員作業を協力して
行うことができた。 



人権 
教育の 
推進 

人権に
関する
実践と
研修等 

人 権 尊 重
の 視 点 に
立 っ た 授
業 実 践 力
の向上 
 

・職員が人権問
題についての
基本的認識を
深め、実践的
な指導力を高
めることがで
きる職員研修
を実施する。 

・年度当初に「第三次
とりまとめ」につい
ての研修会を実施
し、共通認識を深め
るとともに、全員レ
ポートをもとにし
たグループ研修を
実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・「第三次とりまとめ
」に関する資料をも
とに内容を１つず
つ確認して理解を
深めることができ
た。 

・グループごとに実践
レポートを持ち寄っ
てそれぞれの授業実
践について情報交換
を行った。各職員が
自分では気づかない
視点を知る学びの機
会となった。 

「命を
大切に
する心
」を育
む教育 

豊 か な 感
性を育み、
知識・理解
を 深 め る
た め の 教
育実践 
 
 

･自分や友だち
の良さを認め 
合ったり、思い
を伝え合った
りできる学習
機会を設定す
る。  

･重点月間の取組を中
心に子ども一人一人
の発達段階に応じた
授業を実施する。 

・人権コーナーを活用
して、授業の目標や
子どもたちの学習
の様子を紹介する。 

 
 
 
Ｂ 

・学部で、クラスやグ

ループ単位で、それ

ぞれの実態に応じた

授業を実施すること

ができた。  
・授業のねらいや活動

内容、子どもたちの
学習の様子を伝え
ることができた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ
の未然
防止及
び早期
発見 

い じ め 防
止 の 視 点
に 基 づ い
た 学 校 生
活づくり 
 
 

・いじめが起こ
りにくい環境
や状況づくり
に努め、幼児児
童生徒の変化
に気づけるよ
うな職員の意
識向上を図る。 

・年に３回「心のアン
ケート」を実施する
。いじめ防止等対策
委員会では気にな
る子どもの様子と
その対応について
専門家の意見を仰
ぐ。課題や改善点に
ついて全職員で共
通理解を図る。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

・外部専門家を招請し 
ての委員会を実施 
することで、気にな 
る子どもの様子や 
その背景をより深 
く知り、その対応に 
ついて、アドバイス 
を踏まえ、全職員で 
共通理解を図りな 
がら進めることが 
できた。 

・主体的に学び、
自己肯定感が
高まるような
取組や、お互い
を知り認め合
うような集団
づくりに努め
る。 

・幼児児童生徒の作品 
展示機会を増やし 
たり、情報を発信し 
たりすることで学 
習の様子について、 
知ってもらう機会 
を設定する。 

・毎月１回執行委員会
を中心に全校集会
を開き、全校幼児児
童生徒が一緒に楽
しめるゲームをし
たり、友達のがんば
っている姿や月毎
の誕生者紹介をし
たりして仲間意識
を高める。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・今年度も多くの幼児 
 児童生徒の作品を 
 校内に展示するこ 
  とができ、お互いの 
作品を見合う良い 
機 会 と な っ た 。 

・執行委員で制作し玄 
 関に飾った季節毎 
 の 風 物 に つ い て 
 集会で紹介するこ  
 とで、全校幼児児童 
 生徒が一緒に見て 
 楽しみ仲間意識を 
 高めることができ 
 た。各学部のがんば 
 り 発 表 を 、 関 心 
をもって見ている 
姿が見られ、互いの 
良さを知り合う機 
会になった。 

地域 
支援 

センタ
ー的役
割の推
進 

教 育 相 談
等 へ の 適
切 な 対 応
及 び 教 育
相 談 の 推
進 
 
 

・各校からのニ

ーズに応じた

巡回相談や研

修等に対応す

る。  

・専門性の向上

を図り、セン

ター的機能の

・月に１回は、各学校

の状況をメール、電

話で把握する。  

 

・巡回相談にあたっ

て、事前の電話等で

の情報収集に努め、

必要に応じて、地域

 
 
 
 
 
Ｂ 
 

・電話で定期的に各学
校の状況の把握に努
めた。 

・小中学校等の相談件
数は１月末現在で約
１４０件であった。 

（特別支援教育に関す
る研修会を３回実施
した。） 

 昨年度と比較すると



強化に資する

職員の育成を

図る。  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・上益城地域連
携協議会事務
局校として適
切に業務を遂
行する 

支援部内で事後の実

施状況の確認、支援

の妥当性について確

認しながら、相談校

との継続的な連携を

図る。  

・巡回相談に対応でき

る職員の育成を行う

ために①校内の職員

体制の状況に応じ

て、同行支援を実施

する。②地域支援部

会等で巡回相談の内

容等の共有化を図る

とともにＣlassroom

に記録をあげる。③

オンラインでの相談

時には複数の職員で

対応する。  

・スキルアップ研修の

充実に向けて、①地

域支援部内で各学部

の自立活動の実践状

況について情報共有

を図る。③定期的に

各学部の授業参観、

授業相談会に入る。  
・関係機関（上益城教
育事務所、松橋西支
援学校、上益城圏域
児童発達支援センタ
ー）と連携し、上益城
連携協議会、実務担
当者会、巡回相談員
会等で情報を共有す
るとともに、日頃か
らメール、電話等で
連携を図っていく。  

支援学級の相談件数
が増加した。 

・事前の部会資料等の
活用はできたが、部
内での相談内容の共
有は概略にとどまっ
た。 

・相談内容、校内支援
体制の状況から、同
行支援は３回であっ
た。 

・１回の県内のコーデ
ィネーターのオンラ
イン会議に複数人が
参加し、情報を共有
できた。 

 
 
 
 
 
 
 
・スキルアップ研修に
おいては、県からの
情報が遅く、代表事
例者の選定に苦労し
たが、研究部と連携
を取り合い、役割分
担を聞けて進めるこ
とができた。 

 
 
・各機関との連携は、
必要に応じて電話、
メールで密にとり合
えたことで、上益城
相談委員会、実務担
当者会、連携協議会、
指導力向上研修、就
学前説明会を滞りな
く実施できた。 

地域連
携（ｺﾐ
ｭﾆﾃｨ･ｽ
ｸｰﾙな
ど） 

総合型
ＣＳを
通じた
地域と
の連携 

地 域 と の
連携強化 

・学校の重点目
標について家
庭、地域、関係
医療機関等と
意見交換を行
い、学校運営に
反映させる。 

・地域の学校と
の交流及び共
同学習や地域
のボランティ
アグループ等
との直接交流
の充実を図る。 

・年２回の学校運営協
議会を開催し、本校
における現状や課
題について各委員
から意見をうかが
う機会を設定する。 

・事前の打ち合わせを
十分に行い幼児児
童生徒の学習の充
実につなげるとと
もに可能な限り直
接交流の機会を設
定していく。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・第１回は集合型で主
に働き方改革推進
に向けて御意見を
いただいた。第２回
は書面開催で本校
取組に関する御意
見をいただいた。 

・幼稚園、小学校、特
別支援学校中学部
との直接交流７回、
オ ン ラ イ ン 交 流 
３回を実施するこ
とが出来た。その他
読み聞かせボラン
ティアや演奏会、折
り紙教室の交流等、
１月末現在で１１
回実施することが
出来た。 

 
 



４ 学校関係者評価 
１ 働き方改革の推進について 
・業務の効率化、ペーパーレス、データでの情報共有、定時退勤日の設定、産業医による定
期的なメンタルチェック等、様々な対策で業務を見直していく必要がある。 

・会議をTeamsで投げかけ、みんなが回答することで、一同に集まらず、全体では伝えにくい
意見も集約しやすいことがあった。 

・「無駄・無理・ムラを無くそう」無駄を省き、無理をせず、仕事のムラを無くしていける
といいのではないか。 

・残業時間の目標達成など、実績を重ねることを継続していくことがイメージを払拭し、教
員獲得につながるのではないか。 

２ 幼児児童生徒の成長に向けて 
・心の豊かさや感性の広がりは他者とのかかわりの中で自分が拡がっていくのではないか。 
・心の豊かさは自分や相手の良さを認め合ったり、職員同士も互いを認め合ったりしていく
ことが大切ではないか。 

３ 交流及び共同学習、地域との連携について 
・交流及び共同学習は今後も推進していくとともに、相手校の保護者にも知ってもらう機会
となってほしい。 

・幼稚部、小学部、中学部ともに地域の幼稚園、学校との交流がしっかりできており、大変
よかったと思う。地域との交流は子ども達の世界を広げるとともに、災害時の共助にもつ
ながる素晴らしい取り組みと思う。 

・様々な交流は交流校にもよい学び、よい経験となっている。このことは子ども達のこれか
ら先の生き方、考え方に大きな影響を与えると思う。 

・学部ごとの工夫を凝らした取組、体験的な校外学習も意義があると思う。 
・地域防災は地域と顔の見える関係作りが大切ではないか。 
・松橋東支援学校は福祉避難所となっており、地域と連携した福祉避難所開設訓練等の実施
を検討される場合は相談ください。 

・いつも、生徒のみなさんに寄り添った、丁寧であたたかく、専門性の高い教育スタイルに
感銘を受けている。先生方の｢実践とやり甲斐｣をもっと地域社会にアピールする機会があ
ると、支援学校教諭を目指す若者も増えるのではないか。地域社会ではまだ多く知られて
いないようで、もったいなく感じる。 

４ その他 
・評価の基準（Ａ、Ｂ等）を示してあると分かりやすい。 
・項目によってはＡ評価としてよい項目も多い印象を受けた。 

 

５ 総合評価 
（１）本年度の学校教育目標・重点目標について 

ア 安全で安心な教育環境の整備し、障がいの状況に応じた適切な支援の徹底 
   ・１月末までに１１件のヒヤリ・ハット事例はあったものの大きな事故は起こっていな

い。 
   ・保護者アンケートでは「子どもは、健康で安全な学校生活を送っている。」について

「そう思う７７％」「ややそう思う１９％」「あまりそう思わない３％」の回答だっ
た。 

   ・引き続き、学校事故０を目指し、事前に事故が予見される事案に素早く対応し、事故
の未然防止に努めていく。 

イ 子どもたちの可能性を最大限に伸ばし、夢の扉を開く基盤となる自立活動の充実 
 ・保護者アンケートでは「授業を通して、子どもの力が高まってきている。」について

「そう思う６５％」「ややそう思う２６％」「あまりそう思わない６％」「そう思わ
ない３％」の回答だった。子どもたち一人一人の力を高める更なる授業の工夫を図っ
ていく必要がある。 

   ・特別支援教育実践スキルアップ研修やスーパーティーチャーを招聘しての研修会等を
通して、教員の自立活動に関する専門性向上を図るようにした。 

ウ 家庭や関係機関と連携した交流及び共同学習を推進、本校教育の理解啓発 
   ・保護者アンケートでは「教師は保護者と十分に連携し、保護者の思いに誠意を持っ

て対応している。」について「そう思う７１％」「ややそう思う２３％」「あまり
そう思わない３％」「わからない３％」の回答だった。 

   ・保護者によってはクラスルームの活用等を行っているが、今後は「すぐーる」等も
有効活用し保護者との連携を深めるとともに、関係医療機関とも定期的な情報交換
会等で連携強化を図っていく。 

 
（２）自己評価総括表について 
  ・交流校、本校の子どもたちの体調面を考慮し、オンラインで交流を実施したケースもあ

ったが、地域の幼稚園、小学校、特別支援学校中学部、地域の方との直接交流の機会を
多く設けることが出来た。校外での学習の機会が増加するとともに、中学部は福岡方面
へ１泊２日の修学旅行に出かけることもできた。 



・学習で制作した作品やその他の作品、フォトコンテストの写真等は校内やこども総合療
育センターでの展示会、三校合同作品展、特別支援学校文化作品展等で学習の様子を啓
発することができた。 

  ・緊急搬送訓練、火災避難訓練、希望の里合同避難訓練等の各種訓練を重ね、改善点を危
機管理マニュアル改訂に活用するとともに、ヒヤリ・ハット事例を共有することで危機
管理意識を高めるようにした。 

  ・地域支援に関して、１月末現在の担当の上益城地域の小、中、高等学校からの相談件数
は約１４０件と本校の地域支援のニーズの高さを示している。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）転出入者増への対応 

・１月末現在で、転入７５件、転出６２件、計１３７件（昨年度１４０件）の幼児児童
生徒の転出入があった。特に、時期によっては本校一般学級児童生徒の在籍が多い時
期があった。一般学級の教科指導を行う教員が効率的に指導できる時間割の作成等、
更なる授業の工夫を図っていく必要がある。 

（２）授業の充実に向けた対応 
  ・今年度は自立活動と各教科の指導の充実に向けた取組を行った。今年度の取組を踏まえ

授業の充実に向けた効果的な研修体制を検討していく。 
  ・校外での学習の機会が少ない幼児児童生徒にとって、校外での学習の機会は有効な学習

の場であるが、福祉タクシー代の高騰に伴い、費用面から実施が難しいこともあった。
今後も校外での学習の機会を精査していく必要がある。 

（３）働き方改革の推進 
・職員の時間外勤務時間の年間平均は１月末現在で約１９時間（昨年度年間約１９時間
）である。昨年度は病弱訪問教育職員の時間外勤務時間の増加が課題であったが、今
年度は昨年度と比較すると軽減されている。文部科学省から標準授業時数を大幅に上
回っている場合、授業時数の見直しを行う通知が届いたことに伴い、次年度の授業時
間の見直しを検討している。更なる業務の効率化、平準化を進めていく。 

（４）地域支援体制 
  ・小、中、高等学校からの相談件数は約１４０件と昨年度と同様の多くの相談を受けてい

る。地域支援のニーズに応えていくために、複数人で巡回相談に参加し、実践の機会を
増やしていく等、本校職員の更なる専門性向上に努めていく。 

 
 


